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　　　　「新 中間層 」 が西洋文化 を担 っ た の か
一

ク ラ シ ッ ク 音楽趣味か ら見 る 日本の 上 層中産階級 一

1．は じめに

　教育社会学に お ける社会移動研究は、属籍一

教育機会一学歴一
それ によ っ て 獲得される職業

とい う一連の プ ロ セ ス に焦点をあてた研究が行

われてきた 。 学生たちの出発点を、最初は属籍
か ら、 明治後期以降は中間層 とい うこ とばか ら、
学生 の 進学行動や学生文化、ライ フ ス タイ ル の

変化が説明されて きた。中等、高等教育の進学

機会の 分析には 「新中間層」 「旧中間層］ の 構

成比 の推移が説明に利用される。 特に、学生文

化の 多様化やライ フ ス タイル 等の変化は 、 大正

期に増加 した 「新中間層」 出身の 学生によ っ て

もた らされ た とす る 見 解 が
一

般 的 で あ り

（Rodenl983など）、この 見解を前提と して 、「新

中間層」 があるライ フ ス タイ ル を共有 した 「社

会階級」 とみ なす論者も い る （伊藤 1999、10頁

など）。 しか し、西洋文化の 担い 手が果た して

新中間層に限 定されて い た の か 否か は実証的 に

検討されては い ない。

　本報告では 、教育社会学における近代日本研

究の 中に 「中間層亅 の一部を含む 「中産階級亅

を位置づけ、階層論を展 開する方向性を提起 し

た い と思 う。 そ の 際、手がか りとしてクラ シ ッ

ク音楽愛好者の社会的構成 に注目 し、その 普及

過程を通 して 、 そ の担い 手が 「新中間層］ であ

るよ りむ しろ、「上層中産階級 1 と考えられ る

こ とを提起 し、そ して
＋

文化の担い 手か ら近代

日本の 社会 構造を捉え直す可能性を考察する 。

本報告は、西洋文化の普及 を 、 日本 の 階級論に

接続 させ るため の序論で ある 。

2．「新 中間層」 が西洋文化を担 っ た の か 一
クラ

シ ッ ク音楽愛好者の社会的構成

　以下、実際に 「新中間層亅 によ っ て西洋文化
が独 占され て い た の か否か を、クラシ ッ ク音楽

愛好者を例に とっ て検討する 。 まずは、マ ス メ

加藤善子 （大阪大学大学院研 究生）

ディ アが普及する以前に音楽愛好者となっ た大

田黒元雄、堀内敬 三、徳川頼貞の 愛好 ス タイル

とその 社会背景を検討 し、 次に、新交響楽団の

昭和 5年の脱会者名簿等を参考に して 、そ の 出

身階層を検討する 。

　 戦前に 60 冊以上の 西洋音楽関係の 著書を持

つ 大田黒元雄は、実業家大田黒重五郎の長男 と

して 1893 （明治 26）年に東京に生 まれた。 重五

郎は、東京外国語学校 を出て三 井物産 で敏腕 を

振るい
、 その後独立 して成功を収めて い る。本

人 も、本職は 「東京高級鋳物（株）取締、東邦重

工業（株）常任監査、電業社 原動機製作所各（株）

監査」 （『大衆人事録』帝国秘密探偵杜 1943）
となっ て い る。堀内敬三 は、大田黒 と同様 、 日

本に お ける最初の 音楽評論家の
一

人 であるが 、

彼 は東京神 田浅田飴本舗 の 三男とし て 1897（明
治 30）年に生まれてお り、 これも 「新中間層」

で はなく 「旧中間層」 の 出身で ある。徳川頼貞
は 、日本で初の音楽図書館をつ くっ た大パ トロ

ン であるが、彼 は、田安家 の 五 男か ら紀州藩主

を継 い だ徳川頼倫侯の 長男であり、1892（明治

25）年に東京麻布飯倉に生まれて い る。

　初期の 愛好者である こ の 三人は、い ずれ も 「新

中間層」 出身ではなく、実業家、大商人、貴族

の家に生まれ 、かっ 、莫大な経済的バ
ッ クグラ

ウン ドを持 っ て い る。 西洋音楽に限っ て い えぱ、

その 担い 手は、上層中産階級に 属する者 、 或 い

はそれ以上の 社会階級 に属する者が
、 存在 して

い た の である。

　次に
、 昭和 2年か ら月二 回 の 定期演奏会を続

けた新交響楽団の 会員が どの よ うな人々 で あっ

たか を見てみたい 。こ の 楽団 の 機関紙 で あっ た

『フ ィル ハ
ーモ ニ

ー
』に掲載されて い る、脱会

者及び関西会員の 名簿か ら、その会員の 属性を

検討する （表は省略）。

　こ こ で用 い た人名辞典は、係累が記載されて

い る 『東京人名録』『昭和人名辞典』『財界人名
辞典』であ る。名簿に記載 され る基準は、『東
京人名録』で は 「第三種所得税 70 円以上

、 ま
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たは営業収益 70 円以上納入者」、『昭和人名辞

典』で は は っ きりとした基準はな く 「凡ゆる階

級に 亘 る知名 の 人士 を網羅せ る」 とある 。 『財

界人名辞典』にもは っ きりと した基準が ない 。
こ こ で推測で きるの は、こ の よ うな人名辞典に

掲載され る係累を持 つ 愛好者が一方に存在 し、
しか し同時に 、人名辞典に掲載され る ほ どは経

済的基盤 を持たない 家庭出身者 も会員の
一
部を

占め てい るとい うこ とである。

　 しか も、身元が判明した会員は 、 殆どが係累

として 掲載 されて い る。しか も、判明 した人物

の ほ とん どは、昭和 5年の 時点では経済力の な
い 学生か、卒業間もない 若者であ っ た 。 社交が

目的で あれば、財界人であるその 親が会員で あ

っ て もお か しくない
。 しか し、実際会員に なっ

て演奏会に 通 っ てい た の は、（おそらく親に会

費を出 して もらっ て い る）その 子供たちであり 、

しか も、 学生 で あっ た。名簿に掲載 され てい る

会員たちの親族 は、判明する限 りでは地方の 大

資産家、財閥系実業家か ら上級ホ ワイ トカラ
ー

まで 、「新中間層」 としてまとめるには少々 困

難で ある 。
「上層中産階級」 として の 分類が適

当である と思われ る。

　親ではなくてそ の 子 どもが新交響楽団の 会員

で あっ た の はなぜか、とい う点 に つ い て は、こ

の よ うに考え られ る。彼 らは判明分を見る限 り

は学生であ り、会費を払えた とは考えられ ず、
両親が払 っ て い た と思われ る。 定期演奏会に通

うこ とを子 どもに 許 せ る、西洋文化に理解をも

っ た両親一しか し自らは西洋音楽を積極的に 聞

くこ とはなか っ た両親
一

である。 なぜなら、日

本の新興ブル ジ ョ ワ ジ
ー

の 初代が接近で きた の

は、日本の伝統文化で あり、そ してそ の 方が人

脈を獲得す るの に有利で あ っ たため で あ る。西

洋音楽をた しなみ、積極的に活動することには 、

社会的には何の メ リッ トもなか っ たの である 。

　西洋音楽は、経済力と西洋文化 へ の 近 さとい

うバ ッ クグラ ウン ドを同時に要求 してお り、最

初の 愛好者たちは必然的に 「新中間層」 と 「上

層中流階級」 の 交差すると こ ろを中心 に して 、
か つ 、そ の 周囲か ら、多数で は な く少数生まれ

た の で ある 。

　昭和初期にお ける三 人 の 西洋音楽愛好の リ
ー

ダーたち、お よび新交響楽団の
一
部の 会員の 属

性か ら明 らか にな っ た の は、最初の愛好者たち

が 「新中間層」 か ら生まれて きたわけ で はない

こ とで ある 。
「旧中間層」 出身の 愛好者が先行

し 、
「上層中産階級 1 に属す る者もい る。もち

ろん貴族は 「新中間層」 にも 「旧中間層」 に も

属さな い。こ こ で属性 の 判明 した愛好者に 限定

すれば、社会の 上層部に位置 して い る点は共通

して い るが 、彼らは い くつ か の社会集団にまた

が っ て い る の である。

3．西洋文化普及の 二 元性一
文化か ら階級構造を

とらえなおす

　 こ の 試み に よっ て、「中間層j と 「中産階級」

の 関係性が い くらか 明確 になっ た と考える 。 そ

して、属性や新／旧 「中間層亅 とい う視点を捨

て ず、か つ 資産 ・所得状況や生活様式などの 視

点を内包するより広義な 「上層中産階級」 か ら

西洋文化の担い手 をと らえなおすこ とによ っ て、

近代 日本の社会構造を捉 え直すこ とが で きると

思われ る。

　西洋音楽の担い 手に 限定すれば、彼 らが い わ

ゆる 「二 代目」であ る こ とが重要である。 経済
的なバ

ッ クグラウン ドと西洋文化へ の 近 さとい

う二 点が、西洋音楽に 近 づ くため の 必要 条件で

あ っ た と考え られ、クラ シ ッ ク音楽は必然的に

ある
一一

定以上 の階層の 生活様式を前提 と した趣

味 と して成立 した と考え られ るが、しか し、こ

’

の 条件を備えた者が積極的にクラシ ッ ク音楽に

近づ い たの か は疑わ しい 。 昭和初期にお い ても

愛好者は若年層であ り、上層中産階級に分類さ

れ る彼らの 親の 世代は、日本の伝統文化に接近

した 。 彼 らの 内部で 、どの 文化を選択すべ きか

とい う模索的状況が あり、階級文化 と して 西洋

音楽が奨励され たわ けで はない
。

　また、レ コ
ー

ドが普及 した昭和 10 年代にな

ると、西洋音楽の主要な担い 手は学生 となり、

様 々 な出身階層の学生に支持された。西洋音楽

は 、
一

方では上層中産階級 に属する者が愛好者

の
一

部を占めて い たが、そ の
一
方で 、様 々 な階

級に広く愛好 され るよ うに もなっ た とい う、 普

及の 二 元性が浮か び上が っ て くる。この ことは 、

近代 日本の社会階級の 開放性を表 してい るの だ

ろ うか、それ とも、日本にお ける文化や趣味と

は、階級的っ なが りを強める働きを持 っ て い な

い とい う可能性を示 してい るの だろ うか。こ の

問題 は、今後の 課題と して 取 り組む必要 が あろ

う。
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